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の思い出によってしか経験的にも知りえない．写真  

から知ることのできる′ルスチナ人に対してもある  

部分は「私個人にとっては身にしみて実感されるよ  

うなものではない」（p．118）．   

本書はサイードによる一つの写真論でもある．本  

書の目的を著者は「ジャン・モアと共に，私たちが  

今日，本質的に民族として抱え込んでいる不完全性  

センス がどのようなものであるかに関する認識を伝えよう  

とすること」（p．234）だと語っている．しかし，  

サイードはモアに同行して本書を執筆しているので  

はない．著者は「離れた場所で書いている」（p．  

18）のであって，「撮影された現実の人々に私の手  

が届くわけではない．すべては，私に代わって彼ら  

をみたヨーロッパ人の写真家の仲介のおかげであ  

る」（p．20）．写真に関しては次のような言葉を引  

くことができる．「写真というものが，あるがまま  

の物事を語ることができるものか，あるいは，現に  

語っている甲か，私には分からない．（中略）しか  
ン 

し，窟講戴こそ，私たちの手中にある全てな  
のだ」（p．112）．そしてここでテクストとして用い  

スタイル  
ているモアの写真については，「モアの振り方は透  

明である．つまり，彼が私たちに見せてくれるの  

は，自分が現実的に置かれている状況の不如意な制  

約の外側で自分自身を支え，おそらくは自分自身を  
り＝プレゼンティング  

表象〔再呈示〕すらしようとしているパレスチナ人  

の姿であり，。そのことが，驚くほど強い直接性を伴  

って伝わってくるのだ」（p．204）と述べている． 

それはモアがスイス人であるということも暗示して  

いる．写真に関してはソンタグ（1979）がその否定  

的な側面を強調したが，バージャー（1993，p．  

76）が「よい未来を導くために写真を使い始めるの  

も可能なはずである」と述べているような意味で，  

サイードは積極的に写真の被写体である人々に接近  

しようとする．すなわち，「私たちパレスチナ人を  
ストレインジャーズ  

最もよく理解するためには，異  

ち自身にせよ，私たちが経験してきたものを表わす  
卜イカ 

数学的もしくは美笥賂こ精確な等価物でこと足  

れりとするのはいけない，と私は考えるからであ  

る」（p・232）．そしてもう一方で，非常に大胆で進  

歩的な文学作品を生み出しているパレスチナ人作家  

たちにも言及する．今日のボス卜・コロニアルな状  

況でこうした反システム的な文化が注目されてい  

る1）．著者にとって，「あらゆる文化とは，自己と  

他者との弁証法を長々と語るものである」（p．53）  

がゆえに，本書も「読者に私たちのことについて語  
リーズ・ザ・リーダー  

るばかりでなく，何らかの形で，読者を読むことに  

もつながると私時考えてみたい」（p・235）と結ぶ．  

そして最後に掲載された写真はその、ことを具現して  

いる．子供が厚紙に穴をあけた手製のカメラで無邪  

気に写真家を逆に撮影している写真である．  

注   

1）スピヴアック（1990）はその代表的な論者であ   

る．地理学者によるそうした報告としては，ラシ   

ュデイの『悪魔の詩』を取り上げた Sharp  

（1994）がある．  
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